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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第３四半期累計期間
第17期

第３四半期累計期間
第16期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 1,234,939 1,183,464 2,115,231

経常利益 （千円） 74,140 121,977 159,607

四半期（当期）純利益 （千円） 47,963 138,704 103,425

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 254,219 254,219 254,219

発行済株式総数 （株） 1,370,000 1,370,000 1,370,000

純資産額 （千円） 404,088 597,575 469,614

総資産額 （千円） 1,499,173 2,514,449 3,162,636

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 35.29 109.00 77.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 106.62 －

１株当たり配当額 （円） － － 20.00

自己資本比率 （％） 26.6 23.6 14.7

 

回次
第16期

第３四半期会計期間
第17期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.94 67.43

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第16期第３四半期累計期間及び第16期は

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第17期は、決算期変更により平成27年４月１日から平成28年５月31日までの14ヶ月間となります。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

モジュレ株式会社(E05600)

四半期報告書

 2/14



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
（１）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益に改善がみられ、個人消費は底堅い動きとなっているな

ど、一部に慎重さは見られるものの緩やかな回復基調が続きました。当面、雇用・所得環境の改善傾向が続くなか

で、海外景気の下振れ懸念など先行きは依然として不透明感が拭えない状況が続いております。

このような環境の中、継続的な事業の成長、企業価値の向上を堅実に目指し、「増収増益の実現」、「ビジネス

モデルの拡大」、「メンバーの強化」などに取り組んでまいりました。

・ＩＴサービス売上

当社の本業である「継続的ＩＴサービス」の売上は、ほぼ計画通りで順調に推移し、「一時的ＩＴサービス」

の売上は計画との差異はありますが堅調に推移しました。その結果、「ＩＴサービス」全体の売上高は、

930,098千円（前年同期比7.7％増）となりました。

・商品売上

商品売上は、設備投資の横ばい傾向がみられ、若干低調に推移しております。その結果、253,365千円（前年

同期比31.8％減）となりました。
 
当第３四半期累計期間の新規顧客獲得数は、15社（内、大手企業又はその子会社様が３社、ＩＴサービスの契

約があった顧客12社。）を獲得することが出来ました。新サービス「じどうパソコン」の継続サービス契約も増

加し、お問い合わせや資料請求など多数いただいております。

利益面については、効率性向上と適正なコスト構造を追及することで販管費等の費用増加を抑え、営業利益が

前年同期に比べ51,120千円増加しております。また、貸付債権の譲渡により、税務上は否認されていた貸倒引当

金が損金として認容され税負担額が軽減するため、四半期純利益は前年同期に比べ90,740千円増加しておりま

す。
 

以上により、当社の当第３四半期累計期間の業績は、売上高1,183,464千円（前年同期比4.2％減）、営業利益

131,033千円（前年同期比64.0％増）、経常利益121,977千円（前年同期比64.5％増）、四半期純利益138,704千円

（前年同期比189.2％増）となりました。

なお、当社の事業はＩＴアウトソース事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しておりま

す。
 
（２）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における総資産は前事業年度末に比べ648,186千円減少し、2,514,449千円となりまし

た。

これは、無形固定資産や投資有価証券の増加等があったものの、現金及び預金や預け金、売掛金の減少等があっ

たことによるものです。

負債合計は、前事業年度末に比べ776,147千円減少し、1,916,874千円となりました。これは、買掛金や前受金の

減少、返済による短期借入金及び長期借入金の減少等があったことによるものです。

純資産は、前事業年度末に比べ127,961千円増加し、597,575千円となりました。これは、四半期純利益の計上及

びその他有価証券評価差額金の増加によるものです。

なお、自己資本比率は前事業年度末と比較して8.9ポイント増加し、23.6％となりました。
 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,000,000

計 2,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,370,000 1,470,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

100株

計 1,370,000 1,470,000 ― ―

 （注）提出日現在の発行済株式数は、平成28年１月22日を払込期日とする第三者割当増資により100,000株増加してお

ります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
― 1,370,000 ― 254,219 ― 31,558

 （注）平成28年１月22日を払込期日とする第三者割当増資により、発行済株式総数が100,000株、資本金及び資本準備

金がそれぞれ50,000千円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    97,500 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,272,200 12,722 ―

単元未満株式 普通株式       300 ― ―

発行済株式総数 1,370,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,722 ―

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

モジュレ株式会社
東京都港区芝五丁

目25番11号
97,500 ― 97,500 7.12

計 ― 97,500 ― 97,500 7.12

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、該当ありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 539,871 386,238

売掛金 520,288 99,177

リース投資資産 86,651 81,416

商品 12,653 4,618

仕掛品 680 2,324

預け金 300,000 －

その他 98,270 203,756

貸倒引当金 △6,456 △3,367

流動資産合計 1,551,959 774,165

固定資産   

有形固定資産   

賃貸用資産（純額） 226,106 169,919

建設仮勘定 110,496 151,298

その他（純額） 10,990 12,126

有形固定資産合計 347,593 333,344

無形固定資産   

ソフトウエア 8,835 7,250

賃貸用資産 134,262 87,549

ソフトウエア仮勘定 862,930 1,040,830

無形固定資産合計 1,006,028 1,135,630

投資その他の資産   

投資有価証券 158,535 181,973

長期貸付金 157,337 －

その他 98,519 89,335

貸倒引当金 △157,337 －

投資その他の資産合計 257,054 271,309

固定資産合計 1,610,677 1,740,284

資産合計 3,162,636 2,514,449

負債の部   

流動負債   

買掛金 270,067 36,804

短期借入金 250,000 －

1年内返済予定の長期借入金 277,660 277,452

未払法人税等 16,829 24

前受金 411,836 168,188

賞与引当金 － 13,730

その他 65,688 108,360

流動負債合計 1,292,081 604,559

固定負債   

長期借入金 1,384,482 1,298,050

その他 16,458 14,264

固定負債合計 1,400,940 1,312,314

負債合計 2,693,021 1,916,874
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 254,219 254,219

資本剰余金 31,558 31,558

利益剰余金 246,121 359,375

自己株式 △93,990 △93,990

株主資本合計 437,910 551,164

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 27,053 41,841

評価・換算差額等合計 27,053 41,841

新株予約権 4,650 4,569

純資産合計 469,614 597,575

負債純資産合計 3,162,636 2,514,449
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 1,234,939 1,183,464

売上原価 863,056 812,437

売上総利益 371,883 371,027

販売費及び一般管理費 291,970 239,993

営業利益 79,913 131,033

営業外収益   

受取利息 515 2,288

受取手数料 2,880 2,880

物品売却益 697 －

デリバティブ評価益 － 212

その他 1,464 1,501

営業外収益合計 5,557 6,882

営業外費用   

支払利息 8,900 13,976

その他 2,429 1,962

営業外費用合計 11,330 15,938

経常利益 74,140 121,977

特別利益   

新株予約権戻入益 － 80

特別利益合計 － 80

税引前四半期純利益 74,140 122,058

法人税、住民税及び事業税 2,723 1,248

法人税等調整額 23,452 △17,893

法人税等合計 26,176 △16,645

四半期純利益 47,963 138,704
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度（平成27年３月31日）及び当第３四半期会計期間（平成27年12月31日）

該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成27年４

月１日　至平成27年12月31日）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

減価償却費 81,894千円 108,289千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１.配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日

定時株主総会
普通株式 24,660 18  平成26年３月31日  平成26年６月20日 利益剰余金

 

２.株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成26年11月19日開催の取締役会決議に基づき、自己株式97,500株の取得を行いました。こ

の結果、当第３四半期累計期間において自己株式が93,990千円増加し、当第３四半期会計期間末におい

て自己株式が93,990千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１.配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月18日

定時株主総会
普通株式 25,450 20  平成27年３月31日  平成27年６月19日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ＩＴアウトソース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 35円29銭 109円00銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 47,963 138,704

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 47,963 138,704

普通株式の期中平均株式数（株） 1,359,008 1,272,500

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 106円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） ― 28,366

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前事業年度末から重要な変動が

あったものの概要

― ―

 （注）前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（第三者割当による新株式及び新株予約権の発行）
　当社は、平成28年１月６日開催の取締役会において、第三者割当による新株式及び新株予約権の発行について
決議いたしました。なお、平成28年１月22日に新株式及び新株予約権の払込手続が完了しております。

(1)新株発行の概要

① 発行株式数 普通株式100,000株

② 発行価額 １株につき　金1,000円

③ 発行価額の総額 100,000,000円

④ 資本組入額 50,000,000円（１株につき500円）

⑤ 募集又は割当方法 第三者割当方式

⑥ 割当先及び割当株式数 Ｏａｋキャピタル株式会社　100,000株

⑦ 払込期日 平成28年１月22日

⑧ 資金使途
既存事業の領域拡大

事業規模拡大に向けた体制整備

 

(2)新株予約権発行の概要

① 割当日 平成28年１月22日

② 新株予約権の総数 2,000個

③ 発行価額 総額1,340,000円（新株予約権１個につき金670円）

④ 当該発行による潜在株式数 200,000株（新株予約権１個につき100株）

⑤ 資金調達の額
201,340,000円
（内訳）新株予約権発行による調達額 ： 1,340,000円
　　　　新株予約権行使による調達額 ：200,000,000円

⑥ 権利行使価額 １株当たり　金1,000円

⑦ 権利行使期間 平成28年１月22日から平成31年１月21日

⑧ 募集又は割当方法 第三者割当方式

⑨ 割当先及び割当個数 Ｏａｋキャピタル株式会社　2,000個

⑩ 資金使途
事業規模拡大のためのＭ＆Ａ等

事業規模拡大に向けた体制整備

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月５日

モジュレ株式会社

取締役会　御中

 

アスカ監査法人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　典邦　　印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 石渡　裕一朗　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモジュレ株式会

社の平成27年４月１日から平成28年５月31日までの第17期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成27

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、モジュレ株式会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）1.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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